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議案番号 件 名 頁

議案第 ６ 号 宮代町市民活動スペース設置及び管理条例について １

議案第 ７ 号 久喜市、菖蒲町、栗橋町及び鷲宮町の合併に伴う関係条例の

整備に関する条例について

５

議案第 ８ 号 宮代町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について ７

議案第 ９ 号 宮代町こども医療費支給に関する条例の一部を改正する条例

について

９

議案第 １０ 号 宮代町立図書館設置及び管理条例の一部を改正する条例につ

いて

１１

議案第 １１ 号 宮代町課設置条例の一部を改正する条例について １３

議案第 １２ 号 宮代町水道事業給水条例の一部を改正する条例について １５

議案第 １３ 号 宮代町水道分担金徴収条例の一部を改正する条例について １８

議案第 １４ 号 町道路線の認定について ２０

議案第 １５ 号 町道路線の廃止について ２１

議案第 １６ 号 宮代町監査委員の選任につき同意を求めることについて ２３

議案第 １７ 号 宮代町公平委員会の委員の選任につき同意を求めることにつ

いて

２４

議案第 １８ 号 平成２１年度宮代町一般会計補正予算（第５号）について ２５

議案第 １９ 号 平成２１年度宮代町国民健康保険特別会計補正予算（第４

号）について

２６

議案第 ２０ 号 平成２１年度宮代町公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号）について

２７

議案第 ２１ 号 平成２１年度宮代町介護保険特別会計補正予算（第４号）に

ついて

２８

議案第 ２２ 号 平成２１年度宮代町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）について

２９

議案第 ２３ 号 平成２２年度宮代町一般会計予算について ３０



議案第 ２４ 号 平成２２年度宮代町国民健康保険特別会計予算について ３１

議案第 ２５ 号 平成２２年度宮代町老人保健特別会計予算について ３２

議案第 ２６ 号 平成２２年度宮代町公共下水道事業特別会計予算について ３３

議案第 ２７ 号 平成２２年度宮代町農業集落排水事業特別会計予算について ３４

議案第 ２８ 号 平成２２年度宮代町介護保険特別会計予算について ３５

議案第 ２９ 号 平成２２年度宮代町後期高齢者医療特別会計予算について ３６

議案第 ３０ 号 平成２２年度宮代町水道事業会計予算について ３７



１

議案第６号

宮代町市民活動スペース設置及び管理条例について

宮代町市民活動スペース設置及び管理条例を別紙のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

市民活動スペースを地方自治法第２４４条の公の施設として位置づけ、その機能

強化を図るとともに、指定管理者を活用した施設管理を行えるようにするため、地

方自治法第９６条第１項第１号の規定により、この案を提出するものである。



２

宮代町市民活動スペース設置及び管理条例

（設置）

第１条 市民活動を支援するとともに、その活動の健全な発展を促進し、多用な主

体による協働の推進を図るため、市民活動スペース（以下「スペース」とい

う。）を設置する。

（定義）

第２条 この条例において、市民活動とは市民の自主的で公共的な課題を解決する

非営利な活動をいう。ただし、次のいずれかに該当するものを除く。

（１）宗教の教義を広め、儀式行事を行い、及び信者を教化育成することを主たる

目的とする活動

（２）政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対することを主たる目的とす

る活動

（３）特定の公職（公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）第３条に規定する公

職をいう。）の候補者（当該候補者になろうとする者を含む。）若しくは公職に

ある者又は政党を推薦し、支持し、又はこれらに反対することを目的とする活

動

（名称及び位置）

第３条 スペースの名称及び位置は、次のとおりとする。

名 称 位 置

宮代町市民活動スペース 宮代町笠原一丁目４番１号

（業務）

第４条 スペースは、次に掲げる業務を行う。

（１）市民活動に関する活動の場の提供に関すること。

（２）市民活動に関する交流の促進に関すること。

（３）市民活動に関する情報の収集及び提供に関すること。

（４）市民活動に関する相談に関すること。

（５）前各号に掲げるもののほか、スペースの設置目的を達成するために必要な業

務に関すること。

（休館日）

第５条 スペースの休館日は、１月１日から同月３日まで及び１２月２９日から同

月３１日までとする。ただし、町長がスペースの管理上必要と認めるときは、こ

れを変更し、又は臨時に休館日を設けることができる。

（利用時間）

第６条 スペースの利用時間は、午前９時から午後７時までとする。ただし、町長

がスペースの管理上必要があると認めるときは、これを変更することができる。

（利用の制限）

第７条 町長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、入館を禁止し、

又は退館を命ずることができる。

（１）スペースの設置の目的に反するとき。



３

（２）公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。

（３）施設等を損傷し、又は滅失するおそれがあるとき。

（４）前３号に掲げるもののほか、スペースの管理上支障があるとき又は町長が適

当でないと認めるとき。

（利用登録）

第８条 スペースにおいて、ロッカー及び別に規則で定める貸出施設（以下「団体

利用施設」という。）を利用しようとするものは、あらかじめ利用の登録を受け

なければならない。

２ 前項の登録をすることができるものは、町内において市民活動を現に行い、又

は行おうとしている市民活動団体とする。

（利用の許可）

第９条 スペースにおいて、市民活動を行うために、団体利用施設及び別に規則で

定める一般利用施設を利用しようとするものは、あらかじめ町長の許可を受けな

ければならない。許可に係る事項を変更しようとするときも、同様とする。

２ 町長は、前項の許可をする場合において、スペースの管理上必要な範囲内で条

件を付することができる。

（使用料）

第１０条 前条の規定によるロッカーの利用の許可を受けたものは、別表に定める

使用料を納付しなければならない。

２ 前項に定めるもののほか、施設等の使用料は、別に規則で定める。

３ 既納の使用料は、還付しない。ただし、次の各号のいずれかに該当すると認め

るときは、その全部又は一部を還付することができる。

（１）スペースの管理上特に必要があるため、その利用の許可を取り消したとき。

（２）利用者の責めに帰することができない理由により、利用することができない

とき。

（３）施設等の利用者が使用料を納付した後、規則で定める日までに利用の許可

の取消しの申出を行い、当該利用の許可の取消しを受けたとき。

（利用期間）

第１１条 第９条に規定する団体利用施設を利用することができる期間は、次のと

おりとする。

（１）ロッカー 利用を開始する日から当該年度の末日まで

（２）貸出施設 規則で定める期間

（原状回復）

第１２条 利用者は、その利用を終えたときは、直ちに使用した施設等を原状に復

しなければならない。第７条の規定により、退館を命ぜられたときも同様とする。

（損害賠償）

第１３条 利用者は、自己の責めに帰すべき理由により、施設等を損傷又は滅失し

たときは、その損害を賠償しなければならない。

（指定管理者による管理）



４

第１４条 町長は、地方自治法(昭和２２年法律第６７号)第２４４条の２第３項の

規定により、法人その他の団体であって町長が指定するもの(以下「指定管理

者」という。)に、スペースの管理に関する業務のうち、次に掲げるものを行わ

せることができる。

（１）第４条に掲げる業務の実施に関する事項

（２）施設等の利用登録、利用の許可等に関する業務

（３）施設等の使用料の徴収に関する業務

（４）施設等の維持管理に関する業務

（５）前各号に掲げるもののほか、町長が必要と認める業務

２ 指定管理者は、特に必要があると認めるときは、あらかじめ町長の承認を得て、

第５条に規定する休館日及び第６条に規定する利用時間を変更することができる。

３ 第１項に掲げる業務を行う場合における第７条及び第９条の規定の適用につい

ては、これらの規定中「町長」とあるのは「指定管理者」とする。

４ 指定管理者が第１項に掲げる業務を行う場合における第１０条の規定の適用に

ついては、これらの規定中「使用料」とあるのは「利用料金」とする。

（利用料金収入の帰属及び利用料金の額の決定）

第１５条 町長は、地方自治法第２４４条の２第８項の規定により、指定管理者に

スペースの施設等の使用に係る利用料金を当該指定管理者の収入として収受させ

ることができる。

２ 前項の場合における利用料金は、別表に掲げる利用料金の範囲内で指定管理者

が定めるものとする。この場合において、指定管理者は、あらかじめ町長の承認

を受けなければならない。

３ 指定管理者は、前項に規定する利用料金のほか、指定管理者が実施する事業に

係る費用について、別に徴収することができる。

（委任）

第１６条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、平成２２年５月１日から施行する。

（事前行為）

２ この条例の規定に基づく利用登録、利用許可の申請その他この条例の規定に

より施設を利用するために必要な手続きは、この条例の施行前においても行う

ことができる。

別表（第１０条関係）

名称 単位 使用料

ロッカー １箇所につき１月あたり ２００円

１ １月とは、月の初日から末日までをいう。

２ この表による使用料の額は、利用期間に１月に満たない端数がある場合は、こ

れを１月の利用として計算する。



５

議案第７号

久喜市、菖蒲町、栗橋町及び鷲宮町の合併に伴う関係条例の整備に関する条

例について

久喜市、菖蒲町、栗橋町及び鷲宮町の合併に伴う関係条例の整備に関する条例を

別紙のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

久喜市、菖蒲町、栗橋町及び鷲宮町の合併に伴い関係条例を整備する必要が生じ

たため、久喜市、菖蒲町、栗橋町及び鷲宮町の合併に伴う関係条例の整備に関する

条例を制定したいので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、この案を

提出するものである。



６

久喜市、菖蒲町、栗橋町及び鷲宮町の合併に伴う関係条例の整備に関する条

例

（宮代町老人・児童福祉施設ふれ愛センターみやしろ設置及び管理に関する条

例の一部改正）

第１条 宮代町老人・児童福祉施設ふれ愛センターみやしろ設置及び管理に関する

条例（平成２年宮代町条例第１３号）の一部を次のように改正する。

第７条第１号中「、菖蒲町、栗橋町、鷲宮町」を削る。

（宮代町都市公園条例の一部改正）

第２条 宮代町都市公園条例（平成５年宮代町条例第３号）の一部を次のように改

正する。

別表第２の３増使用料の表中「、菖蒲町、栗橋町、鷲宮町」を削る。

附 則

この条例は、平成２２年３月２３日から施行する。



７

議案第８号

宮代町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

宮代町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

国民健康保険税の改定に伴い、宮代町国民健康保険税条例の一部を改正したいの

で、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、この案を提出するものである。



８

宮代町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

第１条 宮代町国民健康保険税条例（昭和３０年宮代町条例第２２号）の一部を次

のように改正する。

第２３条第１号エ中「４，８００円」を「６，６００円」に改め、同条第２号

エ中「３，２００円」を「４，４００円」に改める。

第２条 宮代町国民健康保険税条例の一部を次のように改正する。

第２条第４項及び第２３条中「９万円」を「１０万円」に改める。

附 則

（施行期日等）

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、平成２２年４

月１日から施行する。

２ 第１条の規定による改正後の宮代町国民健康保険税条例の規定は、平成２１年

４月１日から適用する。

（経過措置）

３ 改正後の宮代町国民健康保険税条例（以下「新条例」という。）第２

３条第１号エ及び同条第２号エの規定は、平成２１年度以後の年度分の

国民健康保険税について適用し、平成２０年度分までの国民健康保険税

については、なお従前の例による。

４ 新条例第２条第４項及び第２３条中介護納付金課税額に関する部分は、

平成２２年度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、平成２１

年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例による。



９

議案第９号

宮代町こども医療費支給に関する条例の一部を改正する条例について

宮代町こども医療費支給に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出

する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

こどもの通院における支給対象年齢の拡大に伴い、宮代町こども医療費支給に関

する条例の一部を改正したいので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、

この案を提出するものである。



１０

宮代町こども医療費支給に関する条例の一部を改正する条例

宮代町こども医療費支給に関する条例（昭和４８年宮代町条例第１４

号）の一部を次のように改正する。

第４条第２項を次のように改める。

２ 前項の規定による対象のこどもの医療費の受給期間は、対象のこどもが１５

歳に達する日以後の最初の３月３１日までとする。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、平成２２年６月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の宮代町こども医療費支給に関する条例の規定は、この

条例の施行の日以後の診療に係る医療費の支給について適用し、同日前の診療に

係る医療費の支給については、なお従前の例による。



１１

議案第１０号

宮代町立図書館設置及び管理条例の一部を改正する条例について

宮代町立図書館設置及び管理条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

指定管理者により管理運営を行うことができるよう、宮代町立図書館設置及び管

理条例の一部を改正したいので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、

この案を提出するものである。



１２

宮代町立図書館設置及び管理条例の一部を改正する条例

宮代町立図書館設置及び管理条例（平成５年宮代町条例第２４号）の一部を次の

ように改正する。

第４条第５号中「その他」を「前号に掲げるもののほか、」に改める。

第１８条を第２０条とし、第１７条の次に次の２条を加える。

（指定管理者による管理の場合における規定の適用）

第１８条 町長は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項

の規定により、法人その他の団体であって町長が指定するもの（以下「指定管理

者」という。）に次に掲げる図書館の管理に関する業務を行わせることができる。

（１）第４条に規定する業務

（２）図書館の有料施設等の利用の許可に関する業務

（３）図書館の施設の維持管理に関する業務

（４）使用料の納入及び使用料の免除、使用料の返還に関する業務

（５）前各号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める業務

２ 指定管理者が前項に掲げる業務を行うときは、第６条及び第７条の規定にかか

わらず、当該指定管理者は、図書館の管理上必要があると認めるときは、あらか

じめ教育委員会の承認を得て、図書館の休館日を変更し、若しくは臨時に休館日

を設け、又は開館時間を変更することができる。

３ 第１項に掲げる業務を行う場合における第８条から第１０条まで、第１２条及

び第１５条の規定の適用については、これらの規定中「町長」及び「教育委員

会」とあるのは「指定管理者」とする。

４ 指定管理者が指定管理業務を行う場合における第１１条から第１３条まで及び

別表の規定の適用については、これらの規定中「使用料」とあるのは「利用料

金」とする。

（利用料金収入の帰属及び利用料金の額の決定）

第１９条 町長は、地方自治法第２４４条の２第８項の規定により、指定管理者に

図書館の施設等の使用に係る利用料金を当該指定管理者の収入として収受させる

ことができる。

２ 前項の場合における利用料金は、別表に定める利用料金の範囲内で指定管理者

が定めるものとする。この場合において、指定管理者は、あらかじめ町長の承認

を受けなければならない。

３ 指定管理者は、前項に規定する利用料金のほか、指定管理者が実施する事業に

係る費用について、別に徴収することができる。

附 則

この条例は、平成２２年４月１日から施行する。



１３

議案第１１号

宮代町課設置条例の一部を改正する条例について

宮代町課設置条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

健康福祉課の所管する事務を二つの課に分割するため、健康福祉課を廃し、新た

に福祉課と保険健康課を設置するため、宮代町課設置条例の一部を改正したいので、

地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、この案を提出するものである。



１４

宮代町課設置条例の一部を改正する条例

宮代町課設置条例（平成６年宮代町条例第８号）の一部を次のように改正する。

第１条第３号中「健康福祉課」を「福祉課」に改め、同条第４号を同条第５号と

し、同条第３号の次に次の１号を加える。

（４）保険健康課

第２条の表中健康福祉課の項を次のように改める。

福祉課 １ 社会福祉に関する事項

２ 児童福祉に関する事項

保険健康課 １ 保健衛生に関する事項

２ 健康増進に関する事項

３ 高齢者福祉に関する事項

４ 介護保険に関する事項

５ 国民年金に関する事項

６ 国民健康保険に関する事項

７ 老人保健に関する事項

８ 後期高齢者医療に関する事項

附 則

（施行期日）

１ この条例は、平成２２年４月１日から施行する。

（みやしろ健康福祉事業運営委員会条例の一部改正）

２ みやしろ健康福祉事業運営委員会条例（平成１４年宮代町条例第８号）の一部

を次のように改正する。

第９条中「健康福祉課」を「福祉課及び保険健康課」に改める。

（宮代町予防接種健康被害調査委員会条例の一部改正）

３ 宮代町予防接種健康被害調査委員会条例（平成１４年宮代町条例第９号）の一

部を次のように改正する。

第８条中「健康福祉課」を「保険健康課」に改める。

（宮代町介護保険事業運営協議会条例の一部改正）

４ 宮代町介護保険事業運営協議会条例（平成１７年宮代町条例第３６号）の一部

を次のように改正する。

第８条中「健康福祉課」を「保険健康課」に改める。

（宮代町老人ホーム入所判定委員会条例の一部改正）

５ 宮代町老人ホーム入所判定委員会条例（平成１８年宮代町条例第６号）の一部

を次のように改正する。

第３条第２項中「の各号」を削り、同項第５号中「健康福祉課長」を「保険健

康課長」に改める。

第９条中「健康福祉課」を「保険健康課」に改める。



１５

議案第１２号

宮代町水道事業給水条例の一部を改正する条例について

宮代町水道事業給水条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

水道料金の改定に伴い、宮代町水道事業給水条例の一部を改正したいので、地方

自治法第９６条第１項第１号の規定により、この案を提出するものである。



１６

宮代町水道事業給水条例の一部を改正する条例

宮代町水道事業給水条例（平成１０年宮代町条例第１０号）の一部を次のように

改正する。

第５条第１号中「一般家庭用として」を「臨時用以外に」に改め、同条第２号か

ら第４号までを削り、同条第５号を第２号とする。

第１０条第１項中「次の各号の」を「次に掲げる」に改める。

第１６条第１項第３号中「その他」を「前２号に掲げるもののほか、」に改める。

第２４条を次のように改める。

（料金）

第２４条 料金は、１月につき別表に定める基本料金及び超過料金の合計額に１０

０分の１０５を乗じて得た額とする。ただし、１円未満の端数があるときは、そ

の端数全額を切り捨てるものとする。

第２５条中「２箇月分」を「２月分」に改める。

第２６条の見出しを「（使用水量の認定）」に改め、同条本文中「及びその用途」

を削り、同条第２号を削り、同条第３号中「その他の理由により」を「前号に掲げ

るもののほか」に改め、同号を同条第２号とする。

第２７条第１項中「の各号」を削り、同項第１号イ中「１箇月」を「１月」に改

め、同項第２号中「２箇月」を「２月」に改め、同条第２項中「その用途」を「メ

ーター口径」に改め、「使用日数の多い」の次に「メーター口径の」を加える。

第２９条第１項中「３箇月分」を「３月分」に改める。

第３０条第１項中「納入通知書により、口座振替又は集金」を「納入通知書によ

る納付又は口座振替若しくは集金」に、「２箇月分」を「２月分」に改める。

第３１条本文中「次の各号の」を「次に掲げる」に改める。

別表第１を次のように改める。

別表（第２４条関係）

水道料金

用

途

区

分

メーター

口径

基本料金

（１月につ

き）

超過料金

（１㎥につき）

１０㎥まで

１０㎥

を超え

２０㎥

まで

２０㎥

を超え

３５㎥

まで

３５㎥

を超え

５０㎥

まで

５０㎥

を超え

１００㎥

まで

１００㎥

を超え

２５０㎥

まで

２５０㎥

を超える

分

一

般

用

１３mm １，３３０円 １４０円 １７０円 ２２０円 ２８０円 ３２０円 ４２０円

２０mm １，４００円 １４０円 １７０円 ２２０円 ２８０円 ３２０円 ４２０円

２５mm １，４５０円 １６０円 １８０円 ２６０円 ３２０円 ３６０円 ４２０円

３０mm １，６００円 １８０円 ２２０円 ２６０円 ３２０円 ４００円 ４４０円

４０mm １，７００円 １８０円 ２４０円 ３００円 ３５０円 ４００円 ４４０円



１７

５０mm ２，６００円 ２００円 ２５０円 ３００円 ３５０円 ４００円 ４４０円

７５mm ３，０００円 ２００円 ２５０円 ３００円 ３５０円 ４４０円 ４４０円

１００mm ３，２００円 ２５０円 ３００円 ３５０円 ４００円 ４４０円 ４４０円

電 磁

流量計
６１，４００円 ２５０円 ３００円 ３５０円 ４００円 ４４０円 ４４０円

臨

時

用

１３mm

又は

２０mm

５０㎥まで１８，３００円
５０㎥を超える分

１㎥につき３８０円

別表第２を削る。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、平成２２年６月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例の施行の際現に改正前の宮代町水道事業給水条例（以下「旧条例」と

いう。）第５条に規定する用途区分（臨時用を除く。）は、この条例の施行の際に

改定後の宮代町水道事業給水条例（以下「改正条例」という。）第５条に規定す

る一般用区分とみなす。

３ この条例による改正条例第６条の規定は、この条例の施行の日以後に申込みの

あったものについて適用し、同日前に申込みのあったものについては、なお従前

の例による。

４ この条例による改正条例第２４条の規定は、平成２２年８月１日以後に算定す

る料金から適用し、同日前に算定する料金については、なお従前の例による。

５ この条例の施行前に旧条例の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、

この条例の相当規定によりなされた処分、手続その他の行為とみなす。



１８

議案第１３号

宮代町水道分担金徴収条例の一部を改正する条例について

宮代町水道分担金徴収条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

水道分担金の改定に伴い、宮代町水道分担金徴収条例の一部を改正したいので、

地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、この案を提出するものである。



１９

宮代町水道分担金徴収条例の一部を改正する条例

宮代町水道分担金徴収条例（平成９年宮代町条例第７号）の一部を次のように改

正する。

第２条を次のように改める。

（分担金の徴収）

第２条 水道メーター（以下「メーター」という。）１基あたりの分担金は、次の

表に定めるメーター口径に応じた金額に１００分の１０５を乗じて得た額とする。

ただし、改造（メーター口径を増す場合に限る。）する場合の分担金の額は、新

口径に応ずる分担金の額と旧口径に応ずる分担金の額との差額とする。

メーター口径 金額

１３ミリメートル ３００，０００円

２０ミリメートル ３８０，０００円

２５ミリメートル １，０００，０００円

３０ミリメートル １，５００，０００円

４０ミリメートル ３，３００，０００円

５０ミリメートル ６，０００，０００円

７５ミリメートル １７，０００，０００円

１００ミリメートル ３６，０００，０００円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、平成２２年６月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の宮代町水道分担金徴収条例（以下「改正条例」とい

う。）第２条の規定は、この条例の施行の日以後に宮代町水道事業給水条例（平

成１０年宮代町条例第１０号）第６条の規定による申込みのあったものについて

適用し、同日前に宮代町水道事業給水条例第６条の規定による申込みのあったも

のについては、なお従前の例による。

３ この条例による改正前に宮代町水道分担金徴収条例第２条の規定による量水器

口径に応じた分担金を納入したものは、改正条例第２条の規定によるメーター口

径に応じた分担金を納入したものとみなす。



２０

議案第１４号

町道路線の認定について

次のとおり町道路線を認定することについて議決を求める。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

整理

番号
路 線 名

起 点 重要な

経過地終 点

１ 第２号線
宮代町中央２丁目８１３番１地先

宮代町字道仏２６７番７地先

２ 第１０号線
宮代町宮代１丁目７１８番２地先

宮代町字道仏６４６番１４地先

３ 第１１号線
宮代町宮代３丁目７２９番３地先

宮代町字道仏６１６番１３地先

４ 第１５号線
宮代町字中島８６番地先

宮代町字中島１０１４番地先

５ 第４５号線
宮代町宮代２丁目１２４番３地先

宮代町字道仏５９８番１地先

６ 第１６１号線
宮代町字中島８５３番１地先

宮代町字中島８５４番２地先

７ 第８０４号線
宮代町字中島８９５番２地先

宮代町字中島８６３番１地先

８ 第１５５５号線
宮代町字中島９１２番２地先

宮代町字中島８６８番１地先

９ 第１５５６号線
宮代町字道仏３３０番地先

宮代町字西原１６６番２地先

提 案 理 由

道仏土地区画整理事業に伴い区域内の既認定町道路線を廃道するため、及び中島

地内において町道路線の錯誤があり起終点の変更をするため、町道路線を新たに認

定したいので道路法第８条第２項の規定により、この案を提出するものである。



２１

議案第１５号

町道路線の廃止について

次のとおり町道路線を廃止することについて議決を求める。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

整理

番号
路 線 名

起 点 重要な

経過地終 点

１ 第２号線
宮代町中央２丁目８１４番２地先

宮代町字中島９１２番地先

２ 第１０号線
宮代町宮代１丁目７１８番地先

宮代町字道仏４６６番地先

３ 第１１号線
宮代町宮代３丁目７７８番７地先

宮代町字道仏４９２番地先

４ 第１５号線
宮代町字中島８７番地先

宮代町字西原１６６番地先

５ 第４５号線
宮代町宮代２丁目１２４番３地先

宮代町字道仏５５０番地先

６ 第１１９号線
宮代町字道仏２６３番１地先

宮代町字道仏２６０番地先

７ 第１２０号線
宮代町字道仏３８８番１地先

宮代町字道仏３８３番１地先

８ 第１２１号線
宮代町字道仏３８０番１地先

宮代町字道仏３６７番１地先

９ 第１２４号線
宮代町字道仏４２８番地先

宮代町字道仏４３１番地先

１０ 第１２５号線
宮代町字道仏４３６番地先

宮代町字道仏４３７番地先

１１ 第１２７号線
宮代町字道仏４４６番地先

宮代町字道仏４４４番地先

１２ 第１２９号線
宮代町字道仏４７８番地先

宮代町字道仏４８１番地先

１３ 第１３０号線
宮代町字道仏４９２番地先

宮代町字道仏５０４番地先

１４ 第１３１号線
宮代町字道仏４２３番地先

宮代町字道仏５２２番地先



２２

整理

番号
路 線 名

起 点 重要な

経過地終 点

１５ 第１３２号線
宮代町字道仏５３２番地先

宮代町字道仏５４０番地先

１６ 第１３３号線
宮代町字道仏５５１番地先

宮代町字道仏５６２番地先

１７ 第１３４号線
宮代町字道仏５７６番地先

宮代町字道仏５８６番地先

１８ 第１６１号線
宮代町字中島８７２番１地先

宮代町字中島８５４番２地先

１９ 第７９３号線
宮代町字道仏２７６番３地先

宮代町字道仏２６８番１地先

２０ 第７９４号線
宮代町字道仏２８５番１地先

宮代町字道仏２７７番１地先

２１ 第７９５号線
宮代町字道仏２８６番１地先

宮代町字道仏２８４番１地先

２２ 第７９６号線
宮代町字道仏３５３番１地先

宮代町字道仏３４６番地先

２３ 第７９７号線
宮代町字道仏３４０番１地先

宮代町字道仏３３８番１地先

２４ 第７９９号線
宮代町字道仏４４８番地先

宮代町字道仏４４９番地先

２５ 第８００号線
宮代町字道仏４５０番地先

宮代町字道仏４５２番地先

２６ 第８０１号線
宮代町字道仏４６３番地先

宮代町字道仏４６１番地先

２７ 第８０２号線
宮代町字道仏４６５番地先

宮代町字道仏４６９番地先

２８ 第８０４号線
宮代町字中島８４３番１地先

宮代町字中島８６３番１地先

提 案 理 由

道仏土地区画整理に伴い区域内の既認定町道路線を廃道するため、及び中島地内

において町道路線の錯誤があり起終点の変更をするため、町道路線を廃止したいの

で道路法第１０条第３項の規定により、この案を提出するものである。



２３

議案第１６号

宮代町監査委員の選任につき同意を求めることについて

次の者を宮代町監査委員に選任することについて同意を求める。

１ 住 所 埼玉県南埼玉郡宮代町字中島２３０番地１１

２ 氏 名 松 村 守 朗

３ 生年月日 昭和１６年１０月１６日

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

現監査委員である松村守朗氏を引き続き監査委員に選任したいので、地方自治法

第１９６条第１項の規定により、この案を提出するものである。



２４

議案第１７号

宮代町公平委員会の委員の選任につき同意を求めることについて

次の者を宮代町公平委員会の委員に選任することについて同意を求める。

１ 住 所 埼玉県南埼玉郡宮代町字山崎３５０番地

２ 氏 名 横 手 昇

３ 生年月日 昭和２３年９月１２日

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

現公平委員会委員である横手昇氏を引き続き委員に選任したいので、地方公務員

法第９条の２第２項の規定により、この案を提出するものである。



２５

議案第１８号

平成２１年度宮代町一般会計補正予算（第５号）を別冊のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

各事業実績の確定等に伴い、平成２１年度宮代町一般会計予算から１億

７，７０７万円を減額し、総額を８８億１，７８７万８，０００円とすることにつ

いて、地方自治法第２１８条第１項の規定により、この案を提出するものである。



２６

議案第１９号

平成２１年度宮代町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について

平成２１年度宮代町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）を別冊のとおり提

出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

特定健康診査等受診者見込み件数の見直し等により、平成２１年度宮代町国民健

康保険特別会計予算から６６６万６，０００円を減額し、総額を３６億４，７４６万

８，０００円とすることについて、地方自治法第２１８条第１項の規定により、こ

の案を提出するものである。



２７

議案第２０号

平成２１年度宮代町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について

平成２１年度宮代町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）を別冊のとおり

提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

事業費の確定に伴い、平成２１年度宮代町公共下水道事業特別会計予算から

２，６９４万８，０００円を減額し、総額を１４億４，９７１万４，０００円とす

ることについて、地方自治法第２１８条第１項の規定により、この案を提出するも

のである。



２８

議案第２１号

平成２１年度宮代町介護保険特別会計補正予算（第４号）について

平成２１年度宮代町介護保険特別会計補正予算（第４号）を別冊のとおり提出す

る。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

各事業実績の確定等に伴い、平成２１年度宮代町介護保険特別会計予算から

５８２万円を減額し、総額を１７億９，０８６万１,０００円とすることについて、

地方自治法第２１８条第１項の規定により、この案を提出するものである。



２９

議案第２２号

平成２１年度宮代町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

平成２１年度宮代町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を別冊のとおり

提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

後期高齢者医療広域連合納付金の増額などにより、平成２１年度宮代町後期高齢

者医療特別会計予算に５０２万２，０００円を追加し、総額を２億５，９１６万

４，０００円とすることについて、地方自治法第２１８条第１項の規定により、こ

の案を提出するものである。



３０

議案第２３号

平成２２年度宮代町一般会計予算について

平成２２年度宮代町一般会計予算を別冊のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

平成２２年度宮代町一般会計予算の総額を８３億９，１６０万円とすることにつ

いて、地方自治法第２１１条第１項の規定により、この案を提出するものである。



３１

議案第２４号

平成２２年度宮代町国民健康保険特別会計予算について

平成２２年度宮代町国民健康保険特別会計予算を別冊のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

平成２２年度宮代町国民健康保険特別会計予算の総額を３５億５，５１４万円と

することについて、地方自治法第２１１条第１項の規定により、この案を提出する

ものである。



３２

議案第２５号

平成２２年度宮代町老人保健特別会計予算について

平成２２年度宮代町老人保健特別会計予算を別冊のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

平成２２年度宮代町老人保健特別会計予算の総額を２４万９，０００円とするこ

とについて、地方自治法第２１１条第１項の規定により、この案を提出するもので

ある。



３３

議案第２６号

平成２２年度宮代町公共下水道事業特別会計予算について

平成２２年度宮代町公共下水道事業特別会計予算を別冊のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

平成２２年度宮代町公共下水道事業特別会計予算の総額を１２億２７２万

２，０００円とすることについて、地方自治法第２１１条第１項の規定により、こ

の案を提出するものである。



３４

議案第２７号

平成２２年度宮代町農業集落排水事業特別会計予算について

平成２２年度宮代町農業集落排水事業特別会計予算を別冊のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

平成２２年度宮代町農業集落排水事業特別会計予算の総額を４，５３５万

３，０００円とすることについて、地方自治法第２１１条第１項の規定により、こ

の案を提出するものである。



３５

議案第２８号

平成２２年度宮代町介護保険特別会計予算について

平成２２年度宮代町介護保険特別会計予算を別冊のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

平成２２年度宮代町介護保険特別会計予算の総額を１６億９,４５６万７,０００円

とすることについて、地方自治法第２１１条第１項の規定により、この案を提出す

るものである。



３６

議案第２９号

平成２２年度宮代町後期高齢者医療特別会計予算について

平成２２年度宮代町後期高齢者医療特別会計予算を別冊のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

平成２２年度宮代町後期高齢者医療特別会計予算の総額を２億８，８４１万

４，０００円とすることについて、地方自治法第２１１条第１項の規定により、こ

の案を提出するものである。



３７

議案第３０号

平成２２年度宮代町水道事業会計予算について

平成２２年度宮代町水道事業会計予算を別冊のとおり提出する。

平成２２年２月２５日提出

宮代町長 庄 司 博 光

提 案 理 由

平成２２年度宮代町水道事業会計予算の収益的収入及び支出のうち収益的収入の

予定額を６億３，２８７万９，０００円とし、収益的支出の予定額を６億

９，９５１万７，０００円とすることについて、また、資本的収入及び支出のうち

資本的収入の予定額を７，９８１万円とし、資本的支出の予定額を３億

８，５２６万８，０００円とすることについて、地方公営企業法第２４条第２項の

規定により、この案を提出するものである。


